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当日配布資料 
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■学識経験者による講義 

日本大学理工学部 教授 関 文夫 

土木デザインを専門に、森づくりや橋、石積み、高速道路、ドバイで海の中

に島をつくるなど事業に携わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義概要】 

まちづくりとは 

・「あなたはどこに住んでいますか？」という問いは、まちづくりには重要なキーワード。 

・日本人に対してこの質問をすると駅の名前か市区町村で答える。 

・我々の日常は、自分の部屋、家、周辺の公園や道路、商店街、学校、公共施設があり、自

宅と勤務先を往復する毎日であり、部屋と部屋の間を交通手段を使って移動しているだけ

である。それで何が見えるのか。 

・交通手段を整えることで、まちや地域が発展する要因となる。 

・今回は、交通手段をどうするかという大きな命題に取り組むことになる。公園や歩道をよ 

く見てみると、道路の下には下水管があり、上には電柱も立っている。さらに商店街があ 

り、会社も含めて街はインフラによって便利な生活ができるように構築されている。 

そういった視点のもと街全体を見渡すといろんなものが見えてくる。 

海外に目を向ける 

・ケンブリッジという街がイギリスにある。レストラン、図書館、本屋、教会がありここで 

「あなたはどこに住んでいますか？」と質問すると、駅名を言う人は誰一人といない。 

・《こんな芝生広場があり、こんな鳥がいて、リスがいて、こんな川があり、このようなアル 

バイトをして学生が生活費を稼いでいる・・・》というような答えが返ってくる。 

・『街の中の活気を紹介して、だから私はここに住んでいる』と話す。 

・週末になると、フリーマーケットが開かれ、街角で音楽を演奏するなど、これらによって 

街が彩られていく。だからこの街に住んでいると楽しい。だから好きになる。 

・仮に欧米人が下井草を紹介すると「春になると桜が咲き、夏には多くの子どもたちが参加 

する夏祭りがある。」というようになる。 

・つまり、部屋に住むのではなく、街に住んでいるかどうかが重要。 

・街に住んでいるという意識になると、落ちているゴミが気になり、自転車が気になる。 

・まちづくりの第一歩：『街に住む』という感覚を持つ。 

まちづくりを担う・考える視点 

・これからのワークショップも街に住むという観点を持ち、図面に出ているところは全部 

自分の部屋だと思って意見を出してもらいたい。 

・まちづくりとは、誰が何をするかと定義してみる。 

内海先生 

『個人の自己実現を超えて、街という社会的共通資産を地域社会が力を合わせて作り 

上げる活動』 
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佐藤先生 

『地域社会に存在する資源を基礎として、多様な主体が連携協力して身近な居住環境を 

街の活力と魅力を高め、生活の質の向上を実現するための持続的な活動』 

まちづくりの歴史 

・「まちづくり」という言葉は、増田士郎が 1952年の雑誌に「都市実現のための新しいまち

づくり」と言ったのが初出と言われている。 

・この時代は、行政がまちづくりを担い勝手に工場を作ると環境汚染が始まるので、そこに

住んでいる人が「行政に任せておくとまずい、みんなで街づくりをしよう！」というのが

スタートラインだった。 

まちづくりのステップ 

・まちづくりとは、 

①街の舞台を作る 

②様々なインフラを作る 

③人が集まる場所を作る（お店等） 

そこで人が交わることで文化や生業が生まれる。 

・これらが良い状態でまじりあっていくと活気のある街が生まれ、スパイラルで下がると 

活気のない街になってしまう。 

・箱だけ作ってもいい街にはならない。そこにどういう人が集まってどういうふうに活かす

かが極めて重要である。 

・この 3つ（街の舞台をつくり、様々なインフラをつくり、人が集まる場所をつくる）が 

あることが軸になる。 

・今、街を元気にするために、生活に関わることでやらなくはならないことがたくさんあ

る。それを市民・区民から上に上げていき、行政に予算を確保してもらったり、助成金を

もらえる都市は各地にある。 

・今は、市民・区民が意見を言う時代になってきた。 

・2004 年には景観法ができ、全ての国民は美しいまちづくりに協力しなくてはならないと書

かれている。豊かな生活環境の創造、個性的で活力ある地域社会の実現、地域社会の健全

な発展に寄与することが必要、とある。 

まちづくりの担い手とは 

・かつては自治体が道路を作り、川を治水し、水道を引いた。それを今度は、住民が中心に

なって、街を作り、守り、かつてはあったものを再生するなどを軸に、そこに住んでいる

住民が考えていくという時代になってきた。 

・まちづくりから自治体に対して意見を言う、まさに今日のこの場（ワークショップ）で住

民が意見交換したものを自治体に届ける場である。 

・まちづくりは、自治体がまちを運営しているのではなく、ここにいるみなさんが主役。市

民・区民がどんどん意見を言わないと街は良くならない。さらに、NPO や大学、今日はフ

ァシリテーターなどの専門家にもアシストしている、さらに企業や団体など住民のまちづ

くりを応援してくれる人がたくさんいる。そういうことが広がっていくのがまちづくり。 
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かつての下井草駅（写真からまちの形成を考察） 

・下井草駅は、ホームがあり列車が対面で２つ。今と大きな変化はないが、駅は南側で西を

向いていた。それで下井草は南側を中心に商店街が発展してきて、北側は賑わいがなかっ

た。その後、跨線橋ができて新しい駅舎になり、今の駅舎になった。 

これからの下井草を考える 

・今回は、交通軸が絡みいろんなことができそう。これを含めて考えることができるのは 

千載一遇の大きなチャンスであり、これを逃すと未来の下井草は活気を無くしてしまう 

・住みづらいところを解決し、住みやすくし、街をよくするために大いに知恵を出してもら 

いたい。 

・《下井草の本当の魅力とは》何かを考える機会。 

・20年、30 年後にどういう下井草にしていきたいのか、が大きな命題。 

・ワークショップで話すことが実現するまで、どんなに早くても 15年から 20年くらいはか

かる。その先をみんなで見据えて、下井草に住めば分かる下井草の未来、下井草が自分の

部屋なら、どこが便利で片付いていて、どこが汚れているのか、それをみんなで議論す

る。そして今回の鉄道事業については、目先のことでなく公的な視点に立って 20年先に

「私が 20年前にこうしよう！と話し合ったもの。」と言えるような議論をしてもらいた

い。 

 

以上 
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